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経済同友

経済同友会は、技術革新や社会の変
化が加速する中、子どもたちが予測の
つかない未来を生き抜く力を身に付け
られるよう、会員自身が教育現場に足
を運び、中高生、大学生への出張授業
や、教員研修において講演などを行う
「学校と経営者の交流活動」を展開して
いる。その一環として、10月26日に東京
都八丈町立富士中学校で出張授業とパ
ネルディスカッションを行った。
今回、富士中学校を訪問したのは、「学
校と経営者の交流活動推進委員会」の
栗原美津枝委員長（日本政策投資銀行常
勤監査役）と日色保（日本マクドナルド
取締役社長兼CEO）、挽野元（アイロ
ボットジャパン代表執行役員社長）の両
副委員長の３人。初めに、学年ごとに
教室に分かれて出張授業を行い、その
後、全校生徒、保護者や児童を含む地
域住人らが体育館に集まりパネルディ
スカッション形式の講演を行った。出
張授業では、１年生には栗原委員長が
「働くこと、将来について」、２年生に
は挽野副委員長が「ロボットが世界を
変えていく」、３年生には日色副委員長
が「働く意義とグローバル社会における
リーダーシップ」と題し、身近なエピ
ソードを交えた説明や、グループディ
スカッションなどを交え生徒と対話を
しながら授業を行った。
栗原委員長は、経済社会における銀行
や金融の役割について、人間の身体に

例えたら血液のようなもので、さ
まざまな産業の機能をつなげるこ
とと説明。将来やってみたいこと
などを生徒に問い掛け、起業とい
う働き方についても触れた。シリ
コンバレーでの経験を基に、自分
と異なる考えの人や環境の異なる
人と話すことにより、新しい気付
きが得られ、多様な人が集まるこ
とでチームが強くなると伝えた。
挽野副委員長は、生徒たちが事前に
描いてきたロボットのイメージの共有
や家庭用ロボット掃除機のデモンスト
レーションを交えながら、技術革新と
未来社会を考え、「ロボットにできるこ
とはロボットに任せ、われわれは、それ
以外の人間にしかできない感性にあふ
れたことをしていこう」と締めくくった。
また、日色副委員長は、生徒たちに、
なぜ働くのかや、グローバル化に関し
て思い当たるキーワードを考えてみよ
うと投げ掛けながら授業を進めた。社
会は変化するが、恐れることはなく、分
かろうと努力すること、分かる人とつ
ながることが大事。また、さまざまな
人と共感するためにも、英語はしっか
り学ぼう、時間をかければ誰でも必ず
できると激励した。
授業の終わりに３年生の生徒は、「半
年後には義務教育を終える。自分たち
の理想を実現するためには、多くの人
とかかわっていくことになる。社会に出

ることに不安はあるが、これからの社
会を自分たちが担うことの大切さと英
語の必要性を理解しました」と述べた。
その後、体育館に会場を移し、「働く
ことからの学び」をテーマにパネルディ
スカッションを行った。講師の仕事に
おける転機や海外での経験を通じて感
じたこと、学んだことを紹介。働くこ
とによって社会や人の役に立ち、自ら
も学びを得て、成長していくと語った。
読書の大切さ、英語、中国語、プログ
ラミング、コミュニケーションの大切
さにも触れ、最後に「皆さんには可能
性がたくさんあります、より良い世界
をつくってもらいたい、そのためには
多様な仲間とチームアップして、恐れ
ずに挑戦してもらいたい」とのメッセー
ジが送られた。
本会では、1999年から学校と経営者
の交流活動を続けている。今後も、経
営者ならではの視点で未来社会を担う
子どもたちとの交流を深めていく。

八丈島で出張授業と講演を実施  中学生に「働くとは」を問い掛ける八丈島で出張授業と講演を実施  中学生に「働くとは」を問い掛ける

保護者、教員も聞き入ったパネルディスカッション。
奥左側の３人が講師、左から日色氏、挽野氏、栗原氏。


